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研究成果の概要： 

本研究は、英語教育における分野で、学習者や教授者を支援するための教授者支援システム

の研究開発およびそのシステムを用いた教授法開発が目的である。高度情報化における効果的

な学習方法を提供する手段の 1つとして、Ｗｅｂを介した英語学習教材を作成するとともに、

学習のさなかにその都度習熟度を測り適切な教材を自動的に提供するシステムや、学習者が

個々の学習状況を把握する自己モニタリング機能、授業進度に沿ったスケジューリング機能な

どを備えた教授者支援システムと、それを活用した教授法を開発した。 

 

 

交付額 

（金額単位：円） 
 直接経費 間接経費 合 計 

2006 年度 1,900,000 0 1,900,000 

2007 年度 1,040,000 240,000 1,280,000 

2008 年度 700,000 210,000 910,000 

年度  

  年度  

総 計 3,640,000 450,000 4,090,000 

 
 
研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：言語学・外国語教育 

キーワード：Ｗｅｂ英語教授法、Ｗｅｂ英語教材、エージェント機能、知識データベース、XML 

 
 
１．研究開始当初の背景 

近年、語学教育の分野で CALL に関する研

究・開発の進展がめざましい。他方 WebCT を始

めとする大規模なＷｅｂ教育支援システムを用い

たＷｅｂ学習も盛んに行われるようになってきた

結果、Ｗｅｂと CALL が融合したユビキタス的

CALL を想定させる環境が整いつつあるが、日

本の教育現場では緩やかな普及にとどまってい

る。 



その理由として、各授業に適応したＷｅｂ学習

教材が少ない、Ｗｅｂ学習教材の作成に専門的

な訓練が必要であり、それが教授者に大きな負

担となる、e-Learning を利用した教授法や学習

効果についての研究開発がこれからである、な

どの問題点が挙げられる。特に、CALL やＷｅｂ

学習教材を用いた効果的な教授法の研究開発、

専門的訓練など教授者の負担を軽減した学習

教材の作成、遠隔授業や通常授業内での学習

効果の評価といった分野の研究開発が大きく遅

れている点が指摘できる。 

 

２．研究の目的 

本研究では、現状のＷｅｂ教育支援システム

ではほとんど研究開発がなされていない、効果

的な学習指導を支援するための教授支援シス

テムおよびそのシステムを用いた教授法や効果

的な学習教材の研究開発を実施する。特に本

研究では、英語教育における分野で、Ｗｅｂを含

めた CALL などを用いた効果的な教授法、学習

者が理解しやすい学習教材、それらを用いた教

授者による授業や学習者の自主学習を連携さ

せた教授者支援システムの研究開発を目的とす

る。本研究は、大きく４つのプロジェクトで構成さ

れる。 

(1)教授者支援システム（全体統合）の開発 

通常の授業とＷｅｂ学習を併用した効果的な

教授法の開発を支援するための教授者支援シ

ステムの開発を行う。特に、大学での通常授業と

Ｗｅｂ学習の特徴であるユビキタス的な学習を効

果的に融合した教授法を支援するシステム開発

を目指す。 

(2)効果的なＷｅｂ英語学習教材の開発 

通常授業とＷｅｂ学習（ユビキタス的な学習を

想定）の学習履歴情報をそれぞれの学習に反

映させた、両者を連携させた効果的なＷｅｂ学習

教材を開発する。 

(3)教授者支援システムを用いた学習実験 

個別学習者へのきめ細やかな学習指導が可

能な教授法を開発するために、Ｗｅｂ学習を併

用した複数の学習実験を実施する。 

(4)システムを用いた効果的な教授法の開発 

 実施した複数の学習実験から、教授者と学習

者の評価や教授者支援システムが採集した学

習履歴情報などの分析結果に基づいて、Ｗｅｂ

学習教材や本システムを活用した効果的な教授

法を研究開発する。 

 

３．研究の方法 

効果的・効率的に研究目的を達成するために

4 つのプロジェクトを設定して、3 年間で研究成

果を示すことができるように、年次ごとに具体的

な目標を決めて研究開発を実施した。本研究で

は、教授者支援システムなどのソフトウェアの開

発、開発したシステムを用いた学習実験、学習

実験の結果からＷｅｂを活用した効果的な教授

法の開発という、領域の異なる研究開発を以下

のように進めた。 

(1)２００６年度：まず、本研究の目的である効果

的な学習指導法や教授法を研究開発するため

に、英語Ｗｅｂ学習教材の開発および教授者支

援システムの設計に着手した。 

①英語学習教材の作成：学習内容や出題方法

を選定し、Ｗｅｂ学習に向けた学習教材の原稿

を執筆した。特に印刷された教材の構成と異な

るため、学習ページ、設問、解説、図・表などの

まとまりに分解して原稿を作成した。 

②Ｗｅｂ学習教材データベースの製作：学習者

の習熟度に対応したＷｅｂ学習教材の提供、学

習のさなかに習熟度の変動を考慮したＷｅｂ学

習教材の組み換えなど、学習者に対するきめ細

やかな学習指導に対応できるように、動的なＷｅ

ｂ学習教材の再構築を可能にした。 

③教授者支援システムの設計：教授者の学習

指導を支援し、持続的かつ効果的な学習を支

援できる機能を備えた教授者支援システムを設



計した。 

(2)２００７年度：前年度に開発および設計したシ

ステムを用いた学習実験を実施するために、教

授者支援システムの開発と実験準備を行った。 

①Ｗｅｂ学習教材のＤＢ化とシステムへの組み込

み：個別学習者単位でＷｅｂ学習教材を自動作

成し、学習のさなかに自動的に教材を再編成す

るために、Ｗｅｂ学習教材を各部品単位に分解し

てＤＢ化した。 

②教授者支援システムの開発：通常授業とＷｅｂ

学習を連携させるための機能、個別学習者の習

熟度に適応した学習教材を提供するための仮

想クラス編成機能、学習者の効果的な学習を持

続させるためのスケジューリング機能、Ｗｅｂ学習

から得られた履歴情報を適切に提供する機能な

どを組み込んだシステムを開発した。 

③教授法モデルと学習実験方法の設計：Ｗｅｂ

学習を効果的に活用した教授法を開発するた

めに、教授者支援システムを用いた学習実験を

計画した。 

(3)２００８年度：想定した教授法モデルと学習実

験方法により、教授者支援システムを用いた学

習実験を実施した。実験結果から効果的な教授

法と教授者支援システムの提案、そして今後の

授業実践に向けた課題などを提案した。 

①教授者支援システムを用いた学習実験：2007

年度に教授者支援システムの動作テストを兼ね

て学習実験を行った結果をもとに、改良したモ

デルを用いた複数の学習実験を実施した。 

②個別学習者用教材の構築など：個別学習者

の人数分構築されるＷｅｂ学習教材、さらに学習

のさなかに再構成されるデータベースやネットワ

ークが、正常動作が可能かどうかの検証を行う。 

③設計した教授法に基づく学習実験の検証：本

システムを利用した教授法による学習実験が適

切に行われたかを、学習者の学習履歴や実験

教授者の評価結果をもとに分析した。 

④教授者支援システムを用いた教授法の提案：

学習実験の分析結果や学習者のアンケート結

果の分析、教授者の評価などから、効果的な教

授法を提案した。 

 
４．研究成果 

本研究の目的は、英語教育における分野で、

Ｗｅｂを含めた CALL などを用いた効果的な教

授法、学習者が理解しやすい学習教材、それら

を用いた教授者による授業や学習者の自主学

習を連携させた教授者支援システムの研究開発

である。研究方法に示した各年度単位に計画し

た研究開発を着実に進めた結果、目標である効

果的な学習指導法や教授法を研究開発するた

め、研究目的に示した当初の目的を達成した。

主な研究成果については以下に述べる。 

(1)効果的なＷｅｂ学習教材の開発：効果的な学

習を支援するためには、学習者の習熟度に適し

た教材で学習することが重要である。ここでは、

個別学習者の習熟度に沿ったＷｅｂ学習教材の

構築、学習のさなかに学習者の習熟度の判定・

Ｗｅｂ教材の再構成、仮想Ｗｅｂ教材提供システ

ムによる学習者の習熟度に適した教材の提供が

実現できた。 

3 段階のレベルで作成された学習教材を、学

習者の習熟度を考慮して 9 段階の習熟度にレ

ベルを再編成（表１）させることにより、学習者に

対してよりきめ細やかなＷｅｂ学習教材を提供す

ることが可能となった。その結果、学習者は効果

的かつ持続的な学習を継続することができ、教

授者にとっても個別学習者の詳細な習熟度を把

握することが可能となるなど、学習指導に効果の

あったことが学習実験で示された。 

 

表 1 仮想クラス編成（9 段階習熟度別） 

習熟度レベル 能力別教材の割合(%) 

Ａ 3 級 100% 

B 3 級 75%、準 2 級 25％ 

C 3 級 50%、準 2 級 50％ 

D 3 級 25%、準 2 級 75％ 



E 準 2 級 100% 

F 準 2 級 75%、2 級 25％ 

G 準 2 級 50%、2 級 50％ 

H 準 2 級 25%、2 級 75％ 

I 2 級 100% 

(注)各級は該当する英検問題程度の内容 

 

(2)動的なＷｅｂ学習教材の再構成：通常の授業

編成では半期または全期、継続的な学習を行う。

また、個別学習者の学習の結果は、学習意欲な

どにより当初想定した習熟度（表１）から変化す

ることがある。そのような個別学習者の習熟度の

変化を想定して、表 2、表 3 により学習のさなか

に習熟度を再判定し、その時点で学習者にとっ

て最も適切な学習レベルに合わせて出題の組

み換えを実施した。 

 

表 2 学習結果の能力判定（例） 

能力別 正答率 習熟度レベル 

１ ８0％以上 上位レベルへ 

２ 60%以上 

３ 40%以上 
現状維持 

４ 40%未満 下位レベルへ 

 

学習レベルの変化は、教授者に知らせるととも

に、表 3 によりその都度学習者自身にも示した

結果、学習者にとって学習意欲の向上に繋がっ

たとの評価を得た。 

 

表３ 能力判定結果による指導（例） 

能力別 内容（指導） 

１ 上位レベルでの学習が可能です 

２ もう少し努力すれば、上位レベルへ

昇級できます 

３ あなたの習熟度に適正なレベルで

すが、学習を怠ると下位レベルに下

がります 

４ 学習を下位レベルに移動することを

勧めます 

 

(3)持続的学習の支援機能：本研究の目的の 1

つである持続的かつ効果的な学習を支援する

機能として、スケジューリング機能を開発した。

表 4 は、2008 年度後期の学習実験（通常授業）

で採用したスケジュールである。授業回数毎に

学習する内容と学習期間がシステムにより決め

られており、コンピュータで管理しているのでそ

のスケジュール期間を超えて学習できないことを

説明して学習実験を実施した。たとえば、第 1 回

目では、授業日（2008/9/22）から学習を始め、

次週の授業開始日の前日（2008/9/28 の 23 時

59 分）までに学習を終了する必要がある。 

 

表 4 学習スケジュール（例） 

クラス１ 授業

回数 開始日 終了日 

１ 2008/9/22 2008/9/28 

２ 2008/9/29 2008/10/5 

… … … 

15 2009/1/26 2009/2/1 

 

このようなスケジュールを設定した結果、学習者

は漫然と学習するのではなく、締め切り期限を

目処として学習することから学習に一定のリズム

が形成され、授業外でも個人学習を持続する効

果があることが示された。 

(4)教授者支援システムの開発：以上の機能に加

え、教授者に個別学習者の学習履歴を分析し

て提供することにより、教授者が授業期間内に

おける個別学習者の学習状況の詳細を把握す

ることが可能となった。 

(5) 教授者支援システムを活用した教授法：本

研究では、教授者支援システムを開発するととも

に、複数の学習実験からそのシステムを活用し

た教授法を開発することが目的であった。特に、

複数の学習実験の分析結果から、通常授業と

連携したＷｅｂ学習における教授法と、Ｗｅｂ学習

単独の場合の学習指導法とでは留意するべき

点が異なることが判明した。今後は、通常授業と

連携したＷｅｂ学習の教授法と、単独Ｗｅｂ学習



における学習指導法（教授法）のそれぞれにつ

いて提案したいと考えている。 

(6)研究総括：以上述べたように、教授者支援シ

ステムの開発とそれを用いた学習実験の結果か

ら、本研究の成果を示すことができ、それらは「５．

主な研究論文等」に公表した。今後は、さらに学

習実験を繰り返し、より完成度の高い教授者支

援システムとそれを用いた教授法の開発を行い、

実用化に向けた提案を行っていくつもりである。 
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